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 要  旨 
私たちは日常的に様々なことのメモをとるが，忘れないようにメモしたにも関わらず，貴重な
アイデアを忘れてしまうことがある．記録する方法として，紙メディアには文書でも絵でも自由
にアイデアを書き込むことができるという優れた利点をもつ．しかし，書かれたメモは自分から
見返さない限り忘れ去られてしまう可能性があるため，私たちは紙のメモをよく目にする所へ貼
付けることで，見返すように努力する．一方，PDA などのデジタルメディアは指定した時間にな
ったら定刻であることを通知してくれるという利点をもつが，キーボード等の入力手法に制限が
り，人間の知的活動が阻害される． 
これらの問題点を解決するため本研究では，まず，私たちのメモ活動について分析し，関連研
究を調査した．その結果，問題点としては紙と電子デバイスの利点が統合されておらず，電子デ
バイスのアラーム機能は時刻を通知するだけに過ぎないために，書きためたアイデアが喪失され
てしまう可能性があると突き止めた． 
そこで，メモについてのさらなる分析から，アイデアをメモするときにはそのメモを思い出さ
なければならない状況もメモする必要があることが分かった．その上で，書き留めた内容はそれ
と同時に思い出す状況を記録し，対応付けを行うことで必要なときに見返さなければならない．
そのため，思い出すための状況自体も忘れてはならない，メモすべき内容であることが判明した．
さらに分析を進めると，このような対応付けの組み合わせにより，メモのネットワークが構築
されることが明らかになった．さらに，そのネットワークを解析することで，メモの浮度（発生
確率）が算出され，ユーザに対してメモの喪失の危険性を示すことが可能になった．同様に，ネ
ットワークから，新しくメモを書いたときの対応付け先（思い出す状況）の予測が可能となった．
それらの思い出す状況はメモの内容やユーザによって多種多様であり，多くのセンサが必要と
なる．本研究では位置情報や時間情報の他に，音響認識を用いて状況を判断することで多種多様
な状況の判別を試み，メモのし易いポータブル性を維持した． 
最後にシステムを実装し，基本実験，シナリオ実験，自由実験から本システムの有用性を確か
めた． 
 
 
 
